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認め,精査にて下部胆管癌 と診断 され 当科受診し

た. PTCD チ ュ - プ に よ り減 黄 を図 った後,

SSPPDを施行 した.術後 ドレ- ンAMYは低値で

あったが CT上,膵 管 ステ ン トの輝管内迷入と多

量の腹水を認め,聯液壕と診断し保存的治療を開

始 した.しかし,全身状態の改善を認めず28POD

牌空腸再吻合術を施行.輝管チュ-ブは挙上空腸

を通し'′し令外植とした.

術後経過は良好であり腸管チューブ抜去後も

問題は認ていなL.PD後の牌酒癖に対する再吻

合術は手術に困難を極めるが,症例によっては選

択可能な治療法の一つと考える.

17 当院における膝頭十二指腸切除術の手術成

績～高齢者への適応を検討する～

宗岡 悠介 ･北見 智恵 ･断固 恵也
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川原聖佳子
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近年 の社会の高齢化傾 向 に 衝 1,輝 頭部領域癌

症例の年齢も上昇 して きて い る .

今 回 当院 に お け る 聯 頭 十 二 指 腸 切 除 術

(Pancreatoduodeneetomy, PD) 症 例 に つ い て年

齢 別 に検 討 したの で 報 告 す る . 2005年 1月 か ら

2010年 12月に輝頭部 領 域 癌 に 対 し て 行 わ れ た

PD症例 121例を対象とし,70歳未満,70-79歳,

80歳以上の3群に分け比較検討した.70-79歳,

80歳以上で術前併存疾患を有する率が高率 で,

特に心血管系疾患保有率が有意に高かった.術後

入院期間,術後合併症発生率,生存曲線に3群閏

で有意差はなかったが,80歳以上で食事摂取不

良,胃排酒遅延などの食事関連合併症が多い傾向

にあった.80歳以上では認知症の悪化 1例

(5.6%),PS低下2例 (ll.1%)を認めたが,心

筋梗塞で失った1例を除き全例歩いて在宅複帰

した.術前併存疾患合併率は高いものの,術後合

併症,入院期間に差はなく,高齢者においても

PDは許容できる治療と考えられた.しかしADL,

QOLの低下をきたす症例もあり,手術治療を選

択するにあたり,患者本人の意思と家族のサポー

トが必須であると考える.

18 胃癌同時性肝転移に対する切除の意義につ

いて
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胃癌肝転移症例 の予後は不良であり,切除の意

義は未 だ確 立 され て お らず手術適応には憤重な

判断を要す る.腎癌肝転移同時切除74例を対象

に臨床的な意義 につき検討した.

瞳 呆】RO切除 53例,Rl切除21例の5生率は

それぞれ 18.7%で,14.3%であった (p-0.09).

前 者 を 多 変 量 解析 したところ,単発肝転移

(HR :2.232,950/OCI:1.036-4.808,節-0.04)

が独覚 した予後予測因子であった.単発肝転移に

対す る RO切除症例の5生率は27.2%で,多発肝

転移例 お よび Rl切除例と比較し有意に予後良好

であった (p==0.04),

瞳 論】 単発肝転移 腎癌例ではRO切除により予

後の改善 が期待 で きる.


